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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
マイコブラズマは寄生性のバクテリアで、細く突き出した頭部でガラスや宿主細胞などの表面に接着し、張
りついたまま頭方向に動く滑走運動を行う。この運動のメカニズムは他のどんな生体運動とも異なり、まった
く未知のものであった。本研究は最も遠く滑走するMycoplasma mobileを用いて、大きく分けて以下の２点に
ついて明らかにした。（1）滑走運動の中核をになう３つのタンパク質を同定した。それらは分子量もアミノ酸
配列も既知のタンパク質とは全く異なるものであった。さらにそれらに対する抗体、および変異の滑走運動に
対する効果を調べることにより、Gli349タンパク質が「ガラスへの接着・細胞の押し出し・ガラスからの解離」
というサイクルをくり返すことによって、滑走運動が起こるというモデルを提唱した。（2）細胞内部で起こっ
ている反応を直接調べるために、細胞を透過化した“トリトンモデル”を確立した。トリトンモデルはATPの
添加により生細胞とほぼ同じ速度で滑走した。このことは、滑走運動の直接のエネルギーがATPから供給され
ていることを示すだけではなく、滑走運動の分子メカニズムを調べていくための決定的な実験系を得たことを
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示している。 
以上のことから、本論文は博士（理学）の学位を与えるに十分な学問上の貢献をしたと審査した。 
 
